
【概要】

● 本ツールでは長期優良住宅の技術的審査の申請に必要な「設計内容説明書」が作成できます。

【作成について】

　★共通事項

● チェックボックス（　　　）は、クリックするとチェックが入ります。もう一度クリックするとチェックが消えます。

● 黄色ｾﾙ 　は、文字や数値を直接入力します。

● 青色ｾﾙ 　は、原則として、プルダウンメニューから選択します。直接入力も可能です｡

● プルダウンメニューに適当な文字や数値がない場合は、セルに直接入力してください。

　★設計内容説明書

● 長期優良住宅－共同住宅等－木造軸組工法　専用です。

● 設計の内容を示す数値や仕様の他、それらが示されている「記載図書」も必ず入力してください。

● 住戸の技術的設計内容が異なる場合は、該当する種類ごとに設計内容説明書を作成してください。

その際、各設計内容説明書がどの住戸のものかを明記願います。

※

※ 本ツールは、ハウスプラス住宅保証(株)への長期優良住宅にかかる技術的審査の申請を目的に作成されて
います。上記の目的以外に、当社の許可なく、本ツールを複写、加工し、一般に公開、配布することを禁じま
す。

本ツールの使用に起因する一切の不利益に関して、ハウスプラス住宅保証(株)はその責任を負いません。
使用者の責任においてご活用ください。

計算Ｕ値追加版　　

　　－長期優良住宅　「設計内容説明書」作成ツールについて－　　

平成21年5月20日以降に長期優良住宅にかかる技術的審査を申請する住宅に限り、本ツールをご利用いただく
ことができます。

●

※該当しない項目の記入は不要です。(斜線等も不要)
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（第1面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

外壁の軸 外壁の構造等 ・ 外壁の構造 通気構造等 その他 □ 仕上表
組等 （地面からの ・ 柱 製材等（樹種 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ 伏図

高さ１ｍ以内） 集成材等（樹種 ） □ 矩計図
（種類 ） □ 認定書

小径 （ mm） □ 施工マニュアル

薬剤処理等 あり（ )

なし
・ 柱以外の軸材・下地材（間柱・筋かい等）

製材等（樹種 ）
集成材等（種類 ）

（種類 ）
薬剤処理等 あり（ )

なし
・ 構造用合板等の種類
種類 （ ）
薬剤処理等 あり（ )

なし

　 薬剤商品名（　　　　　　　） ）

土台 防腐防蟻処理 ・ 土台に接する外壁下端の水切り あり なし □ 仕上表
・ 土台の樹種 （ ） □ 矩計図
薬剤処理等 あり（ ） □ 伏図

なし □
浴室・ 防水上の措置 ・ 浴室 □ 仕上表
脱衣室の 浴室ユニット（JIS-A-4416適合） □ 平面図
防水 （ ） □ 矩計図

（ ） □
・ 脱衣室 ※2階以上の階にある場合にあっては下地材含む □

）
）

（ ）
地盤 防蟻措置 ・ 防蟻方法 べた基礎等 その他 □ 仕上表

土壌処理 （ ） □ 矩計図
基礎高さ 基礎高さ ・ 地盤面から基礎上端までの高さ （ mm） □ 矩計図
床下防湿 防湿方式 ・ 防湿方法 □ 仕上表
換気措置 コンクリート （厚さ mm） □ 矩計図

防湿フィルム （厚さ mm） □ 基礎詳細
（材料 ） □
（認定番号 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □

換気措置 ・ 換気措置
基礎部開口 （外周部の設置間隔 m）

（開口高さ mm）
（開口幅 mm）

ねこ土台 （有効面積 c㎡/m）
（高さ cm）

基礎断熱工法 （地域 ）
（断熱材の熱抵抗 ㎡K/W）

小屋裏換 小屋裏換気 ・ 換気措置 □ 仕上表
気 換気口 □ 立面図

１階 （ ） （ ） □ 矩計図
２階 （ ） （ ） □ 屋根伏図
３階 （ ） （ ） □ 計算書

換気口の面積の天井面積に対する割合 □
１階 （給 ）（ 排 ） □
２階 （給 ）（ 排 ）
３階 （給 ）（ 排 ）
下屋等 （給 ）（ 排 ）
屋根断熱工法等

点検口 ・ 床下点検口 （ ） □ 平面図

・ 小屋裏点検口 （ ） □ 仕様書

・ 床下空間の有効高さ （ ） □ 矩計図

・ 最低有効高さの場所 （ ） □ 基礎伏図

・ 適用除外箇所 （ ） □ 仕様書

種別 □ 認定書
認定番号 （ ） □ 別添

給気口の位置 排気口の位置

床下空間
及び小屋
裏空間

1.構造躯体等
の劣化対策

建築物の名称※

性能項目等 確認項目

認定書等
を活用す
る場合

特認

設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

床下空間の有
効高さ

mm以上

型式 認証

壁：（
その他防腐･防水措置

（※1） 薬剤処理等で【現場 日本木材保存協会（JISK1571附属書Aに定める適用範囲あり）】を
選択した場合のみ以下記載。また、認定書・施工マニュアルの添付もお願いします。

その他防腐･防水措置

防水上有効な仕上げ
床：（

防水上有効な仕上げ

施工マニュアル（JISK1571附属書Aに定める適用範囲が明示さ
れているもの）の適用範囲に則り施工する

※の欄を設計者が記入のこと

（※1）

（※1）

（※1）
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（第2面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

2.耐震性 検証方法 地震力及び 壁量計算（仕様規定） 注）詳細は各計算書による □ 壁量計算書

風圧力に関す 許容応力度等計算 □ 構造計算書

る検証 限界耐力計算 □

その他（ ） □

耐力壁 筋かい耐力壁 ・ 種類 （ ） 寸法 （ ） □ 構造伏図

・ 種類 （ ） 寸法 （ ） □ 計算書

木摺耐力壁 ・ 種類 （ ） 寸法 （ ） □ 矩計図

・ 間隔 （ ） □ 仕上表

面材耐力壁 ・ 種類 （ ） □ 大臣認定書

・ 面材厚さ （ mm） 倍率 （ ） □ 大臣認定書別添

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm） □

木摺準耐力壁 ・ 種類 （ ） 寸法 （ ） □ 構造伏図

等 ・ 間隔 （ ） □ 計算書

面材準耐力壁 ・ 種類 （ ） □ 矩計図

等 ・ 材厚さ （ mm）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ 仕上表

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm） □

床組等 火打ち構面 ・ 種類 （ ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ 構造伏図

・ 隅長 （ mm） 取合梁背 （ mm） □ 計算書

・ 火打ち構面の位置 （ ） □ 矩計図

２階床面 ・ 面材の種類 （ ） □ 仕上表

・ 根太間隔 （ mm） 工法 （ ） □ 試験成績書等

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm） □

３階床面 ・ 面材の種類 （ ）

・ 根太間隔 （ mm） 工法 （ ）

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm）

小屋床面 ・ 面材の種類 （ ）

・ 根太間隔 （ mm） 工法 （ ）

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm）

屋根面 屋根勾配 ・ 勾配 （ ） □ 構造伏図

屋根面 ・ 面材の種類 （ ） □ 計算書

・ 垂木間隔 （ mm） 工法 （ ） □ 矩計図

・ くぎ種類 （ ） くぎ間隔 （ mm） □ 仕上表

接合部 筋かい端部の ・ 接合部の仕様（具体の名称を記入） □ 構造伏図

接合部 （ ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ 計算書

（ ） □ 矩計図

柱脚・柱頭の ・ 柱頭・柱脚の接合部の検証方法 □ 仕上表

接合部 平成12年建設省告示第1460号（仕様規定） □ 金物認定書

Ｎ値計算法 □

許容応力度等計算

その他（ ）

横架材接合部 ・ 接合部の仕様（具体の名称を記入若しくはプルダウンより選択）

（建物外周部） （ ）

（ ）

胴差と通し柱 ・ 接合部の仕様（具体の名称を記入若しくはプルダウンより選択）

の接合部 （ ）

（ ）

準耐力壁
等
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（第3面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

2.耐震性 構造躯体 免震建築物 平成12年建設省告示2009号第1第3号による規定 □ 構造計算書

免震建築物 □ 矩計図

□ 計画書

・同告示第2の該当する号 □ 配置図

一号（四号建築物として仕様規定に適合） □

二号（第6号に規定する構造計算 □

及び耐久性等関係規定に適合） □

三号（時刻暦応答解析を行い大臣認定を取得、 □

及び耐久性等関係規定に適合） □

□

・免震層、免震材料の維持に関する計画 □

免震材料等の維持管理に関する計画 □

敷地の管理に関する計画 □

基礎 基礎の形式 布基礎 べた基礎 □ 基礎伏図

その他（ ） □

寸法及び配筋 スパン表による □ 構造計算書

等の検証方法 （種類： ） □ 構造伏図

許容応力度等計算による □ 基礎詳細図

その他（ ） □ 矩計図

アンカーボルト ・ 品質 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） □ 基礎伏図

・ 埋め込み長さ （ mm） □

・ 位置・間隔 （ ）

横架材 寸法及び配置 スパン表による □ 構造計算書

等の検証方法 （種類： ） □ 構造伏図

許容応力度等計算による □ 軸組図

その他（ ） □ 矩計図

種別 □ 認定書

認定番号 （ ） □ 別添

□ 構造計算書

□ 矩計図

□ 計画書

□ 配置図

等級2又は等級3であることを確認（但し書きを考慮）

特に考慮なし

種別 □ 認定書

認定番号 （ ） □ 別添

3.可変性 構造躯体 躯体天井高 階 □ 平面図

・ 躯体天井高さ ( mm以上 ) □ 断面図

□ 階 □ 矩計図

該当なし ・ 躯体天井高さ ( mm以上 ) □ 平面詳細図

階 □ 構造図

・ 躯体天井高さ ( mm以上 ) □

（共同住宅・長
屋以外）

限界耐力
計算

認定書等
を活用す
る場合

安全限界変形 地上部の各階の安全限界変形の当該高さに対する割合が
1/40以下であることを確認

各階の変形をそれぞれ当該階の安全限界変形の75%以下
であることを確認

型式 認証 特認

免震建築物でな
い場合は記載不
要です。

認定書等
を活用す
る場合

型式 認証 特認
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（第4面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

専用配管 コンクリート内 ・ 排水管 なし あり □ 仕様書
埋込み配管の ・ 給水管 なし あり □ 平面図
有無 ・ 給湯管 なし あり □ 基礎詳細

地中埋設 地中埋設管上 ・ 排水管 なし あり □ 仕様書
管 のコンクリート ・ 給水管 なし あり □ 平面図

打設 ・ 給湯管 なし あり □ 基礎詳細

排水管の 排水管等の ・ 内面等 □ 仕様書
性状等（ 内面､たわみ､ □ 平滑 （仕様 ） □ 平面図
継手及び 抜け防止 □ 肉厚の異なる管の接合なし □ 設備図
ﾍｯﾀﾞｰを 排水継ぎ手により排水管内面に高低差なし □ 基礎詳細
含む） ・ たわみ防止 □

□ たわみなし （措置 ） □
・ 抜け防止

□ 抜け防止措置あり （接合形式 ）

専用排水 排水管の清掃 ・ 便所 □ 配置図
管 措置・掃除口 排水ますに隣接 洋風便器で取り外し可 □ 平面図

の点検措置 掃除口 （ 露出 開口 □ 矩計図
・ 台所 トラップ 掃除口 （ 露出 開口） □ 設備図
・ 浴室 トラップ 掃除口 （ 露出 開口） □ 系統図
・ 脱衣室 トラップ 掃除口 （ 露出 開口） □
・ 洗濯機 トラップ 掃除口 （ 露出 開口） □
・ その他の部位（ ）

トラップ 掃除口 （ 露出 開口）

配管点検 主要接合部等 ・ 排水管と設備機器の接合部 □ 平面図
口 の点検措置 便所 （ 露出 開口 ） □ 矩計図

台所 （ 露出 開口 ） □ 設備図
浴室 （ 露出 開口 ） □ 系統図
脱衣室 （ 露出 開口 ） □
洗濯機 （ 露出 開口 ） □

（ 露出 開口 ）

・ 給水管と設備機器の接合部

便所 （ 露出 開口 ）

台所 （ 露出 開口 ）

浴室 （ 露出 開口 ）

脱衣室 （ 露出 開口 ）

洗濯機 （ 露出 開口 ）

（ 露出 開口 ）

・ 給湯管と設備機器の接合部

便所 （ 露出 開口 ）

台所 （ 露出 開口 ）

浴室 （ 露出 開口 ）

脱衣室 （ 露出 開口 ）

洗濯機 （ 露出 開口 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ 露出 開口 ）

・ 給水管のバルブ及びヘッダー

点検方式 （ ）

・ 給湯管のバルブ及びヘッダー

点検方式 （ ）

条例等の規定により凍結防止のため配管埋設が定められ
ている地域

4.維持管理・
更新の容易性
(専用配管）
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（第5面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

共用配管 コンクリート内 ・ 排水管 なし あり □ 仕様書

埋込み配管の ・ 給水管 なし あり □ 平面図

有無 ・ 給湯管 なし あり 該当なし □ 設備図

□ ピット図

□ 地中埋設 地中埋設管上 ・ 排水管 なし あり □ 仕様書

該当なし 管 のコンクリート ・ 給水管 なし あり □ 平面図

（共用配管なし） 打設 ・ 給湯管 なし あり 該当なし □ 設備図

□ ピット図

□

共用排水 排水管の清掃 ・ 共用立管 □ 配置図

管 措置・掃除口 ・ 掃除口の位置 □ 平面図

の点検措置 最上階・最下階・中間階は3階以内又15m以内おき □ 矩計図

（ 系統 ） （ 階 ） □ 設備図

（ ） （ ） □ 平面詳細図

その他 □ ピット図

・ 点検措置 （ PS点検口 露出配管 □

ＭＢ扉 ）

・ 横主管

・ 掃除口の間隔 （ 10m以内毎 その他 ）

・ 点検措置 （ ﾋﾟｯﾄ内露出 天井点検口

天井露出 ）

排水管の 排水管等の ・ 内面等 □ 仕様書

性状等（ 内面、たわみ、 平滑 （仕様 ） □ 平面図

継手及び 抜け防止 （仕様 ） □ 設備図

ﾍｯﾀﾞｰを 肉厚の異なる管の接合なし □

含む） 排水継ぎ手により排水管内面に高低差なし

・ たわみ防止

たわみなし （措置 ）

・ 抜け防止

抜け防止措置あり （接合形式 ）

配管点検 排水管と専用 ・ 接合部の点検措置 □ 平面図

配管の接合部 （ MB扉 PS点検口 露出配管 □ 矩計図

天井点検口 天井露出 ﾋﾟｯﾄ内露出 ） □ 設備図

給水管と専用 ・ 接合部の点検措置 □ 系統図

配管の接合部 （ MB扉 PS点検口 露出配管 ） □ 一覧表

・ バルブの点検措置 □

（ MB扉 PS点検口 露出配管 ）

給湯管と専用 ・ 接合部の点検措置

配管の接合部 （ MB扉 PS点検口 露出配管 ）

・ バルブの点検措置

□該当無し （ MB扉 PS点検口 露出配管 ）

横主管の 排水管 建物直下になし その他共用部分 □ 平面図

ピット内 ピロティ ピット １階床下空間 □ 設備図

等の措置 ・人が到達できる経路 （ 人通孔 ) □ 系統図

給水管 建物直下になし その他共用部分 □ ピット図

ピロティ ピット １階床下空間 □

・人が到達できる経路 （ 人通孔 )

給湯管 建物直下になし その他共用部分

ピロティ ピット １階床下空間

□該当無し ・人が到達できる経路 （ 人通孔 )

配管補修 排水管 ・ 共用部分 住棟外周部 バルコニー □ 平面図

の措置 ・ 露出 ） □ 設備図

PS・MB内 （ 共用部に面して補修用開口あり ） □ 系統図

給水管 ・ 共用部分 住棟外周部 バルコニー □

・ 露出 ）

PS・MB内 （ 共用部に面して補修用開口あり ）

給湯管 ・ 共用部分 住棟外周部 バルコニー

・ 露出 ）

□該当無し PS・MB内 （ 共用部に面して補修用開口あり ）

4.維持管理・
更新の容易性
（共用配管）

条例等の規定により凍結防止のため配管埋設が定められてい
る地域
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（第6面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

共用 共用排水立管 ・ 共用排水立管の位置 □ 仕様書
排水立管 の位置 共用廊下に面する共用部分 □ 平面図
の位置 外壁面、吹き抜け等の住戸外周部 □ 設備図

バルコニー □ ピット図
□ 住戸専用部 □
該当なし その他 □

共用 ｺﾝｸﾘｰﾄ内 ・ 共用排水管 なし あり
排水管 埋込配管有無

地中埋設管上 ・ 共用排水管 なし あり
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾍﾟｰｽ ・横主管の設置位置 建物直下になし
及びﾋﾟｯﾄ等 ピロティ ピット １階床下空間

その他共用部分 （ ）
・ 人が到達できる経路 （ 人通孔 )
・ 共用排水管の設置位置

共用部分 住棟外周部 バルコニー
その他 （ ）

・ 共用排水管の設置方法
露出
ＰＳ等内 （ 共用部に面し更新用開口あり ）

（ 共用部仕上材等の軽微な除去 ）

コンクリート床 ・ 共用排水管のコンクリート床等の貫通部

等の貫通部 あり なし

<既設撤去> 共用排水管の切断工事軽減措置かつ、

※A ｺﾝｸﾘｰﾄ床等貫通部撤去はつり工事軽減措置
共用排水管の接続替え容易措置
共用排水管の撤去･接続替え･その他
更新のための空間を確保

新たな共用 共用排水管近傍に新しい共用排水管の設置する

排水管の スペース、スリーブ等

設置余地 スペースあり

<新規設置> スリーブあり

※B 共用排水管の接続替え容易措置
共用排水管の撤去･接続替え･その他更新の
ための空間を確保
専用排水管・横主管の接続替えができる空間、
スリーブ
スペースあり
スリーブあり

共用廊下 外部開放廊下 ・ 腰壁等の高さ （ mm） □ 仕上表
の転落防止用 手すりの高さ （ mm） □ 平面図
手すり 床面より （ mm） □ 立面図

手すり子の内法寸法 （ mm） □ 矩計図
□ 共用廊下の幅員 有効幅員 （ mm） □ 平面詳細図

該当なし 共用階段 勾配等 ・ けあげ （ mm） □ 仕上表
・ 踏面 （ mm） □ 平面図
・ 勾配 （ ／ ） □ 矩計図

・ ２Ｒ＋Ｔ （ ） □ 階段詳細図

蹴込み ・ 蹴込み寸法 （ mm） □

・ 蹴込み板 なし あり

形式等 ・ 階段の形式 （ ）

・ 最上段の通路等への食い込み なし あり
・ 最下段の通路等への突出 なし あり

手すり 両側設置 片側設置 なし
・ 踏面の先端からの高さ （ mm）

転落防止手す 腰壁等の高さ （ mm）
りの設置 手すりの高さ 腰壁等より（ mm）

床面より （ mm）
手すり子の内法寸法 （ mm）
有効幅員 （ mm）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの利 ・ 住戸位置 □ 仕上表
用 建物出入口の存する階 左記以外 □ 平面図

・ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置 （ あり なし ） □ エレベーター

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの仕 ・ 出入口の有効範囲 （ mm） □ 平面詳細図

様 ・ かごの奥行き寸法 （ mm） □
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙの ・ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙの寸法

広さ （ mm） × （ mm）

4.維持管理・
更新の容易性
（共用排水管）

共用階段の幅
員（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰを利
用できない場合）

条例等の規定により凍結防止のため配管埋設が定められてい
る地域

（共用配水管
なし）

腰壁等より

（共用部分な
し）

5.高齢者等対
策
（共用部分）

※A・Bは
選択項目
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（第7面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

地域区分 地域区分 地域

　熱損失係数①

　熱貫流率② 　熱抵抗値③

選択した基準の番号が記載された項目に入力してください

① 熱損失係数（Ｑ値） 設計値 （ W/㎡K) □ 平面図
開口部の熱貫流率 　仕様U値 計算U値 併用 □ 矩計図
② ③ 断熱材の施工方法 □ 計算書
　充填断熱工法 　外張断熱工法 　内張断熱工法 □ 計算U値計算書

（ ） □
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W） □

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K） □
（ ） □
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）
（ ）
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）

外気に接する部分
（ ）
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）
その他の部分
（ ）
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）
　土間床等の外周部
外気に接する部分
（ ）
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）
その他の部分
（ ）
（ mm） 断熱材の熱抵抗値③ （ ㎡･K/W）

部位の熱貫流率② （ W/㎡･K）

玄関，勝手口等において４㎡程度のため断熱構造化しない
玄関，勝手口等の面積が玄関のある階の床面積の1割以下　かつ

土間床等の裏の断熱材の熱抵抗値　0.6㎡･K/W以上（Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ地域限定）

・ 断熱抵抗値の緩和規定を適用③

あり（適用規定を下記に記載）　例：トレードオフなど

（ ）

結露防止 ・ 防湿層（対策の有無と部位を記入してください。） □ 仕様書
あり　（ 屋根 天井 外壁 外気に接する床 ） □ 試験成績書

（ ） □ 平面図
なし　（ 屋根 天井 外壁 外気に接する床 ） □ 矩計図

（ ） □ 平面図
・ 通気層 □

あり　（ 屋根 外壁 外気に接する床 ）

なし　（ 屋根 外壁 外気に接する床 ）

・ 防風層

あり　（ 屋根 外壁 ）
（ ）

なし　（ 屋根 外壁 ）

・ 透湿抵抗比
室内側透湿抵抗R'r
（㎡hmmHg/g）

（

6.省エネル
ギー性能

各部の断熱材
の種類と厚さ又
は熱抵抗値もし
くは各部の熱貫
流率

屋根

躯体の断
熱性能等

床

壁

躯体の断熱
いずれか一つを
選択

結露の発生防
止対策

熱損失係数等

天井

※透湿抵抗比の
計算により、防湿
層・通気層・防風
層を省略する場合
は記入して下さ
い。

外気側透湿抵抗R'o
（㎡hmmHg/g）

）

透湿抵抗比

）

浴室下部を断熱措置の上、壁・床等との取合部に気流止めを設置し、
床下換気措置

（

部位

バルコニー
（屋根断熱）

バルコニー
（屋根断熱）
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（第8面）
長期優良住宅設計内容説明書＜共同住宅等　木造軸組工法＞

設計内容

項目 確認欄

建築物の名称※

性能項目等 確認項目
設計内容説明欄※

設計内容 記載図書

※の欄を設計者が記入のこと

　熱損失係数①

　熱貫流率⑤ 　建具等の基準⑦

選択した基準の番号が記載された項目に入力してください

　夏期日射取得係数④

　夏期日射侵入率⑥ 　建具等の基準⑧

選択した基準の番号が記載された項目に入力してください

④ 夏期日射取得係数（μ値） □ 仕様書
設計値（ ） □ 平面図

⑤ 熱貫流率（U値） （ W/㎡K) □ 矩計図
　仕様U値 計算U値 併用 □ 計算書

・ ２％緩和適用（窓のみ対象） □ 計算U値計算書

⑥ 夏期日射侵入率（η値） □
［ ］ （ ） □
［ ］ （ ） □

・ ４％緩和適用（天窓以外の窓のみ対象） あり
⑦ 開口部の建具等の仕様（断熱対策）
・ ２％緩和適用（窓のみ対象） あり

⑧ 開口部等の建具等の仕様（日射侵入対策）
・ ４％緩和適用（天窓以外の窓のみ対象） あり

種別 □ 認定書
（ □ 別添

□

・ 住宅の専用面積 （ □ 求積図

・ 40㎡以上ある階 （ ） （ □ 平面図

（ ） （ □ 計画概要書

・ 階段部分の面積 （

うち階段下収納等面積 （

・ 期間（ ）年以上 □ 維持保全計画書

その他の基準への適合 □

建築に要する費用の設定 □ 認定申請書

維持保全に要する費用の設定 □

ガラス中
央部の熱
貫流率（U
値）※１

7.住宅の規模 住宅の面
積

）㎡

）㎡

10.その他

8.維持保全の
方法

9.資金計画

）㎡

）㎡

）㎡

形
態
区
分

建具の仕様
ガラスの
組合せ
※１

あり

認定書等
を活用す
る場合

建具の種類若しくはその組合せ又は
付属部材(※2)、ひさし、軒等(※3)の設置

方位

6.省エネル
ギー性能

開口部の
断熱性能
等

開口部の断熱
いずれか1つを選
択

開口部等の日
射
いずれか1つを選
択

熱損失係数等

※２
付属部材等とは、
レースカーテン、
内付ブラインド、
紙障子、外付けブ
ラインド等をいい
ます。

※１
｢ガラスの組合せ｣
若しくは｢ガラス中
央部の熱貫流率
（U値）｣をプルダウ
ンメニューより選
択か記入

熱貫流率及び
夏期日射侵入
率の基準

認定番号

※３
「ひさし、軒等」
東南から南を経て
南西までの方位
(真南±45°)に設
置され、
Ｚ≧Ｙ1×0.3のもの

をいいます。

建具等の基準

特認型式 認証
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変更履歴

ＨＰ住-175-1 ・「5-1省ｴﾈﾙｷﾞｰ対策等級」　窓及びドアの熱性能　新ＪＩＳにおける計算Ｕ値の選択を追加
（H23.3.22新JIS制定による修正）
・5-1　住宅の省エネルギー基準の解説刷新に伴う変更
・設計者支援＜5-1表記方法・プルダウンメニュー等の全面改訂>
・設計者支援＜1-1、1-2　横架材の接合部および胴差と通し柱の接合部の仕様の追加＞

ＨＰ住-175-2 ・免震構造、その他の項目を削除
・該当しない項目の記載不要の追記

ＨＰ住-175-3 ・接合部の記入方法変更
・プルダウンに新・旧スパン表の選択肢追加
・警報を行う部分の面積等の項目追加
･脱衣室の防水措置記入方法変更
･地中埋設管、条例で定められてる場合について追記
・結露防止対策記載方法の変更
･その他プルダウン内、注記事項の不具合を訂正
・薬剤処理の取扱い変更による訂正
 日本木材保存協会認定品で、JISK1571附属書Aに定める適用範囲がある場合について
選択項目に追加・注意事項追記

ハウスプラス住宅保証株式会社
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